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4.1 測定における平均 

 ・母平均： 母集団の完全な平均値，「真の値」とみなす 

  例：全校生徒の身長の平均，クラス全員の試験平均 

 ・測定における母平均： 無限回の繰返し測定に基づき得られる 

 
 
 
 
 
 
 

  標本平均  

  母平均    

  母分散   （母標準偏差   ） 

 

4.2 標本分布 
 ●正規分布する母集団 N(µ, s2) （例：偶然誤差を含む無限回の測定値）から n個の標

本 （n回の測定）を抽出し，標本平均 を算出する．  
 
 

 問い： の算出を複数回行った場合，どのような結果が得られるか？ 
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 ●正規分布する母集団 から抽出した n個の標本による標本平均 ： 

  
 

 ・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 

 ・ちなみに・・・標本 n が大きければ，母集団が正規分布でなくとも の標本分布は近似的に

の正規分布となる．→「中心極限定理」 
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4.3 標本分布の標準化 
 ● 
 
 
 
 
 
 
 

 ・例題：小学生の 1 ヶ月の小遣いが，µ ＝2250 円・σ＝360 円の正規分布に従うとき，ランダム 

  抽出した 36 名の小遣い平均 が 2400 円を超える確立を求めよ． 
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μ 

4.4 母平均の区間推定（母分散s 2が既知の場合） 

 ・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・µ の不確かさ：     ・µ の不確かさ： 

 ・区間に含まれる確率：    ・区間に含まれる確率： 

 

 ●区間推定方法 

 ・変数変換 により，区間を Z の値にて指定する． 

 例： Z ＝1： 
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         ・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

 ・例題：ある金属塊の質量を 5 回測定し，以下の結果を得た．測定値は母分散 σ2＝3.10 の

正規分布であることが分かっているとき，信頼係数 95%（Z=1.960）で母平均 μ の信頼区

間を求めよ． 

 

   x1 = 89.6 g，x2 = 88.8 g，x3 = 91.3 g，x4 = 78.5 g，x5 = 85.8 g， 
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